
「生涯研修システム」実施要項  
 

日本保育保健協議会 

１． 目的 

当協議会の「生涯研修システム」制度は、保育保健の専門知識の取得など保育保健のスキル 

アップに向けた会員の自己研鑽を支援することを目的とする。 

当協議会主催のオンライン講座や研修会の参加費も特別価格を設定し自己研鑽を支援する。 

２． 対 象 

「生涯研修システム」の受講対象は、本協議会会員である保育士、幼稚園教諭、保育教諭、保健

師、助産師、看護師、管理栄養士、栄養士、調理師、医師、歯科医師等、保育保健に関わる全職種

とする。（以下、会員とする） 

３．「生涯研修システム」への参加登録手続きと有効期間 

「生涯研修システム」への参加希望者は、登録料３，０００円を振込の後、「生涯研修システム登録申

請書」を本協議会生涯研修係に提出するものとする。これによって、登録会員は本協議会の会員である

限り「生涯研修システム」に参加することができる。団体会員の場合は、個人名にて同様の登録手続

きを行う。 

登録の有効期間は、登録手続き完了月より5年間とする。 

４．「研修ノート」 

登録会員には「研修ノート」を無料にて配付する。 

「生涯研修システム」に参加する会員は、「研修ノート」に必要単位の証明に関する事項を記載し、

学会、研修会、研究会などの名前が記載されている参加証あるいは領収書のコピーを貼付。教育講

演、口演発表、論文掲載等については、学会発表のプログラム、抄録のコピー、論文の表紙等を添

付する。 

５．「生涯研修システム」の登録更新手続き 

 「生涯研修認システム」への登録更新希望者は、登録料３，０００円を振込の後、「生涯研修システ 

ム登録・更新書」を本協議会生涯研修係に提出するものとする。登録の有効期間は、新規登録と同様 

に5年間とする。 

６．「生涯研修認定証」の交付申請手続きと交付 

 「生涯研修システム」登録後、指定単位（５０単位）を５年以内に取得し、「生涯研修認定証」の交 

付を希望する場合には、「生涯研修認定証」交付申請書と「研修ノート」を添えて生涯研修係に提出 

する。 

「研修ノート」の記録を審査の上、所定の単位を取得したと認定した場合、「生涯研修認定証」を交 

付する。 

7．「生涯研修システム」取得単位 

①当協議会の学会や研修会等への参加 

１）日本保育保健学会の受講  １０単位 

２）当協議会主催ブロック研修会の参加認定単位 

３）当協議会主催オンライン講座等の参加認定単位 

※２）３）の参加認定単位 (６０分１単位または３０分０.５単位)とし、研修会・オンライン講座そ 

れぞれ個別に定める。 

②当協議会の論文投稿や学会発表等 

１）機関誌「保育と保健」投稿論文掲載（筆頭者は８単位、共同研究者は５単位） 

２）日本保育保健学会、協議会主催研修会・ブロック研修会等におけるにおける 

・会長講演・会頭講演・特別講演・教育講演・シンポジスト等（５単位） 



・口演発表・ポスター発表（発表者・共同研究者３単位） 

③「生涯研修システム」取得単位（関連する他学会・団体等） 

１）主要な全国組織の全国大会、学会研修会等における 

参加５単位（講演発表はプラス２単位）、論文掲載４単位 

２）主要な全国組織に所属するブロック、都道府県単位の研修会における 

参加２単位（講演発表はプラス1単位） 

３）以上に該当しない研修会等については、事前に申請者よりプログラム等の送付を受けて、生涯 

 研修委員会にて取得単位を決定するものとする。 

 

参考：関連学会・団体等 

≪保育系≫ 

日本保育協会研修会  全国保育協議会 全国保育士会研修会 全国私立保育園研究大会 全国保育

団体連絡会  全国病児保育協議会研究大会 日本医療保育学会 全国保育士養成セミナー 日本保

育学会 全国保育研究大会・各ブロック大会 

≪看護系≫ 

全国保育園保健師看護師連絡会研究大会 日本看護協会（日本小児看護学会／日本公衆衛生学会／

日本救急看護学会／日本看護研究学会） 

≪医療系≫ 

日本小児科学会学術集会 日本小児科学会地方会 日本小児科医会セミナー 日本小児科医会 

子どもの心研修会  日本小児保健学会 日本外来小児科学会 日本医師会乳幼児保健講習会  

≪その他≫ 

日本家族計画協会セミナー  

 

8．「生涯研修システム」登録・認定証交付・登録更新の流れ 
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① 「生涯研修システム」への登録申請 または更新申請 （申請費用3,000円） 

② 有効期間内に５０単位以上取得 

③「生涯研修認定証」交付申請書 「研修ノート」の提出  

④「研修ノート」の審査後「生涯研修認定証」交付  

⑤「生涯研修システム」登録更新希望者は①へ 

※生涯研修登録番号は継承する 


